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  Transurethral ultrasonic scanning is usefu1 for bladder cancer staging． Almost the whole area
of the bladder is effectively scanned． As the tomograms obtained by this method are clear， the image
of muscle layer， mucosal edema and the base of the tumor are detectable， Cancer staging was per－
formed under classification of T l， T2 and T3 in the TNM system， by determing directly the depth
of tumor in the irnage of muscle layer． ln 21 cases， these findings corresponded well to the patho－
logical stages examined by the specimen with the fu11 thickness of the wall， except 2 cases．



































    用および女性用オブチュレータ．手術用膀
   胱鏡外套管に接続するためのアダプター
    （二種）

































































    （b）．同，FTC回路を使用して描出し




   に示す．ほかに内視鏡手術によって切除された23例は
   非浸潤性と診断され，病理所見もそれ｝C一一致した，非
   浸潤性腫瘍は，腫瘍下でも周辺膀胱表面像と連続して
   変形のない膀胱表面像が観察されることが多く，この
   所見から非浸潤性と診断されることもある．
    経尿道的走査法では腫瘍の割面を観察するごとく明
   瞭な像が得られるため，腫瘍の断層像を詳しく分類し，
⑤  その形態から腫瘍の性質を知ることも可能である7）．v   また腫瘍基底部が著しく凹凸不整に描出される腫瘍で
   はこの所見だけで深部浸潤性腫瘍と診断できるなど，
   腫瘍の形態的な特徴から腫瘍浸潤度を推定する方法も
   ある4）．
体積の計測や三次元的表示
    腫瘍の治療経過の追跡にはその体積を計測すること
   が重要であるが，このためにはスカナーを一定の間隔
   で正確に移動させる必要がある．主としてζの目的に
   使用するスカナースタンド5）も用意されている．これ
   はハンドスカナーを目的の位置でスタンドに固定し，
   レールの上を移動させるような構造になっている．ス
X’“’s
）  カナーをこのように正確に移動させて多数の膀胱断層
   像を得ることにより，腫瘍や膀胱の立体的な形態を客
   観的に記録できる．これをコンピュータで処理8）する
   ことにより，膀胱鏡所見のスケッチに似たシューマを
   描かせたり（Fig・5－a），腫瘍や腫瘍基底部を立体的に
   表示することもできる（Fig・5－b）．ことに前者は腫瘍
   の位置と大きさを客観的に表示するため，治療経過の
   観察や多くの症例の統計的な検討に有用と思われる．
病理組織所見
pTa，i pT2pT3 計
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   Fig． 5一（b）
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